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梅岩の⾥⽣誕地整備 基本計画

1.建設計画について
1）建設計画地

1.地名地番 : ⻲岡市東別院町東掛六⽥ 15 番、17 番、18 番、24 番 
⻲岡市東別院町東掛⼤⾕ 1 番

2.敷地⾯積 : 登記⾯積 計2,579㎡
3.道路 : 府道407号線 東掛⼩林線
4.地域地区 : 都市計画区域外
5.都市整備 : 給⽔：なし、排⽔：なし、電気：近隣電柱より引込、ガス：なし
6.⽤途地域 : 指定なし

2）建設計画地内にある既存施設の取り扱い
1.既存記念館： 解体撤去とする。解体処分費は本事業費内に含む。
2.既存記念館内部に保管の品：⼀部保管が必要な品を適切な場所に移動・保管したのち、記念館とともに撤去処分とする。
3.⽯碑や案内板：敷地内の適切な場所に移設
4.梅岩公園内の⽯や池など：敷地内の適切な場所に移設、極⼒積極的に活⽤する。
5.アプローチ 現況のまま使⽤。ただし記念館へのアプローチは公園と⼀体的に整備する。
6.駐⾞場 現況のまま使⽤。

2.施設計画について
1）建設概要

記念館の建設、梅岩公園の整備、その他付帯設備を建設する。
プロポーザル案の考え⽅をベースに、2）以降の項⽬を満たすように施設計画・外構計画を⾏う。

2）予定施設の概要
1 記念館 延床⾯積 : 300㎡程度

階数 : 平屋建
施設⽤途 : 集会場
主体構造 : 鉄筋コンクリート造⼀部⽊造
耐震安全性 : 構造体 II類、⾮構造部材 A類、建築設備 ⼄類
想定利⽤⼈数 : 墓前祭 50名程度

武道 空⼿等10-15名（将来的に梅岩の⾥の中で簡易的な宿泊もできるとよい）
⽣涯学習 今後検討する。

想定する諸室機能
・収蔵庫 : 寄託される書籍類を主体とし、⼀部掛軸もある。

（市⺠⼒推進課にて調査継続中、全貌が把握できた時点で再整理を⾏う。）
 移設 開道舎： 棚⻑さにして18.4m分（実測済）
 寄託 京都明倫舎：棚⻑さにして54m分（受領⽬録から推測、１冊の厚みを4cmと仮定）

⼤阪明誠舎：棚⻑さにして18m分（受領⽬録から推測、１冊の厚みを4cmと仮定）
現記念館： 今後調査予定

 予備（将来的な収蔵）：棚⻑さにして11.6m分
 計 棚⻑さ 95m程度は必要
収蔵庫環境他保管に関しては⻲岡市⽂化資料館の学芸員等と協議し整理する予定。

・展⽰室 : 収蔵品の⼀部をガラスケース内に展⽰する。⼀部の資料は気軽に来館者が⼿に取れる様にする。
・講堂 : ⽣涯学習活動の場、また墓前祭のほか、空⼿や剣道等の武道や芸道を⾏うことができる

精神性の⾼い場。梅岩先⽣を顕彰し法要を⾏う対象（仏壇など、今後検討）を正⾯に配置する。
・講堂の収納 : 空⼿⽤マット、スタック椅⼦、折り畳み会議テーブル、演台、座布団、折り畳みローテーブル、

⾷器その他等の、活動に必要な備品
・⾥⼭⼯房 : 地域交流活動の場、周辺の豊かな⾃然と連携した活動ができる場として整備。
・キッチン : ⾥⼭⼯房と連携して、交流や活動の活性化を促す設備として活⽤。
・トイレ等 : 男⼥別および多⽬的トイレを設置するほか、シャワーブースの設置を検討する。
・事務室 : 建物運営事務のためのスペースを⼊館料設定の有無、また販売活動の有無とあわせて検討する。
・その他 : 施設維持管理のための収納や設備、また必要備品の計画検討を⾏う。

2 梅岩公園 現在に伝わる⾥⼭の⾵景の⾻格を⽣かす整備とする。
・⽣家と⼀体的に屋敷と感じられるよう、記念館側も⽯垣を計画する。
・花・葉・果実で季節が感じられる作庭
・⼟砂災害に配慮しつつ公園として感じられる整備計画。



・擁壁（⽯積みの意匠を踏襲）
3 駐⾞場 現況のまま利⽤。サインを計画する。
4 その他施設・設備等

・さく井⼯事：本館単独での採取とし敷地造成後採掘を⾏う。基本設計期間内に試験ボーリングを⾏うものとする。
・浄化槽設備⼯事：本体⼯事に含むものとする。
・受電設備⼯事：本体⼯事に含むものとする。
・ガス設備付帯の有無は基本設計内で検討する。

3) 施設運⽤について
市の指定管理者を配置し、運⽤する。利⽤料は有料とするが、⼊館料については今後の検討課題とする。

4) 整備事業における配慮事項
1 ⽣家が⽯⽥⼆郎様の⽣活の場であることに⼗分な配慮をすること（計画、施⼯時ともに）
2 梅岩先⽣が幼少の頃にご覧になった⾵景の⾻格を残すこと。
3 京都府福祉のまちづくり条例における特定まちづくり施設に該当する可能性が⾼い（京都府と協議）
4 強⾬時の敷地南側からの⾬⽔が⽀障なく排⽔できる外構計画とすること
5 周辺環境の特徴を活かし、ライフサイクルコストと環境負荷低減に配慮した計画とする。

5) その他
基本設計時に下記の調査を⾏うこととする。

・敷地内井⼾の試掘による採⽔量と⽔質の確認
・地盤調査（原位置試験、ボーリング調査１箇所およびスウェーデン式サウンディング試験５箇所）
・敷地図の作成および敷地測量

3.付帯業務について
1）修繕計画

建築および外構まわりの修繕計画を実施設計完了後に⽴案する。
以上
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